
倉田式経管投薬法に使用する器具の説明

60mL水剤瓶(ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰｷｬｯﾌﾟ付き)⇒薬剤の崩壊･懸濁用

100mL水剤瓶(ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰｷｬｯﾌﾟ付き)⇒ﾌﾗｯｼｭ用

20mLｵｰﾗﾙﾃﾞｨｽﾍﾟﾝｻｰ

60mLｵｰﾗﾙﾃﾞｨｽﾍﾟﾝｻｰ

ﾙｱｰｽﾄｯﾌﾟｺｯｸｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ ﾙｱﾛｯｸｶﾃｰﾃﾙﾁｯﾌﾟｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ
NGﾁｭｰﾌﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ結合体



必要器具

お問い合わせ・・・
お問い合わせ等ございましたら、
お電話ください。
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○○三方活栓

○60mLｵｰﾗﾙﾃﾞｨｽﾍﾟﾝｻｰ

○20mLｵｰﾗﾙﾃﾞｨｽﾍﾟﾝｻｰ

○○
100mL水剤瓶
(ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰｷｬｯﾌﾟ付き)

○60mL水剤瓶(ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰｷｬｯﾌﾟ付き)

投与法③投与法②投与法①

投与法③は汚染をせずに薬剤
を崩壊･懸濁できるも容器で
あれば何でも使用可能です


